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は じ め に

社会主義においては,国民経済の計画化が実施される｡現実には,それは,地域において

あらわれ,計画の進展,社会主義建設の発展にともない,地域も変化する｡そして,経済的

諸部門の数やその拒みあわせは,地域の歴史的 ･経済的条件のちがいから,多様化し,地域

に応じたコムプレクスを生みだし,さまざまな地域的諸類型をつくりだしている｡これらの

諸地域は,ふつう 〟経済地域(区)〟とよばれ,社会主義諸国では国民経済発展の基礎地域と

して重視されてきた.これらは,国民経済レベルのすく､1てにある第一級の経済地域から,あ

る種の完整性をもつ最小の経済地域まで,あるいはそれ-の形成過程にあるものまで,いく

つかの階層をもつヒエラルヒ-を形成しているOまた,このクラスわけは,国々によりこと

なっている｡

一方,コムプレクスたる経済地域を構成する-生産部門としての農業部門は,国民経済的

要請とともに,専門化がめざされる｡この専門化は,主要な農業部門を中心に,一つの姦策

地域のタイプを生みだしている｡また,専門化とともに,総合的発展もめざされる｡

これらの経済地域,あるいは農業地域の区画 (劃)(あるいは区分)紘,飽駄 おける経済玉野

諸部門,農業部門の役割をはっきりさせるOそして,それは,地域における諸部門の魂状確認

にとどまらず,国民経済諸部門の具体的形成,将来の発展の方向を明らかにする｡そのた椿

には,地域に応じた発展の瑛型をとりあげ,区画のための指標を問薩にしなければならない.

ソグェトでは,社会主義建設の初期以来,ゴ-ルロ･プランを*心とした国内の JJ電化〟

をテコに,経済復興,経済的諸部門の計画化をすすめてきた｡それにともない,経済地域の

内容も変化してきた｡そのため,経済的変化に応じた経済地域の概念も明らかにされねばな

らない｡また,農業の集団化も進展してきたが,農業地j戒の区画については,その性格,地

域における農業諸部門の組みあわせ,その指標,専門化と多部門化,土地の分類,白魚的諸

条件の反映としての自然区画との連関性,地方的差異などをとらえねばならない｡

本稿では,以上のような性格をもつソグェトにおける 〝経済地域〟の概念と意義について

とりあげ,さらに農業地域の区画についての若干の問題について考察する｡

1 社会主義的経済地域の意義

(イ)初期ソヴェトにおける 〟経済地域〝概念の創出
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今 日の社会主義における経済計画の地域的基礎たる 〟経済地域′′の概念は,ソヴェ トでは,

まず,1920年代の初期をこ確立されたOこれは,旧社会の母斑の一つのあらわれである資本主

義段階での地域的不均等発展の克服の実践的な単位とされてきたo neHHH は1922年,当時

の経済の社会主義化を発展させるために,オブラス トやライオンの経済会議の自治と活動を

拡大,発展させる必要性をといた(1)｡このとき,経済会議の活動の単位となった ソグェ トの

諸地域では,経済条件,気候条件,生活条件,燃料取得の条件,地方産業などの諸条件が考

慮され , I/科学的根拠〟にもとづいて区画された｡この諸条件の部門的結合は,地域におい

ては,コムプレクスとなってあらわれたが,これが,区画の 〟科学的根拠′′とともに,1920

年代の経済地理学的関心の大きな部分をしめた｡この経済地域の概念創出に一定の役割を果

た したのは,ゴ-ルロ･プランであ り,ゴスプランなどの計画委員会であった｡

第 1表 分 嬢 単 位 名 と,

CayiuKHH i AJlaMrTHeB i noMyC i Kop〉KOB

〟超 〝地域単位

注(1) 共和国,自治共和国･,クライ,オブテスト,-あるいはそれらの小グループの中での
(2) 工-幾関係をもとにしたライオン内の初級領域コムプレクス

H･H･rlapxoMeHl(0,EeTaJlhHOe3KOHOMHtleCKOepalvlOHHpOBaHHeaCCCP,1965.
B.B･rloxiLIHLueBCKHfi,reoraか5I､CoBeやeKOrOゝCo王03a-flP叩 OAa.,Ha色eJle耶 e,Ⅹ03始-
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ゴェルロ･プランによって,大発電所を中心に,高圧電線,鉄道をめくやらした電化網の完

成をめざしたが,同時に,各地域に分散 している資源の評価を行い,地域の特徴に応じた電

化の形成がとられた｡｢国土電化の暫定計画｣が実施され, ｢もっとも優秀な科学者と技術
家200人が,この計画の作成にあたった｣｡(2)また,｢科学技術活動計画の下がき｣(3)でしめさ
れた ′ノ困地割宜〟的地域開発の方向が具体化された｡これは,低級の経済地域,地方の経済

地域の形成に効果があった｡レニングラ-ド州のクラスナヤ ･オクチャブリ発電所をはじめ,

ゴ-リキィ州のニジニノブゴロドなどの ｢これまで堪えられないような条件のもとで作業 し

なければならなかった結果利用できなかった｣が, ｢ありあまるほど,たくさん持っていた

泥炭｣(4)や石炭,石炭粉,油母頁岩などを利用 した発電所を中心に, それと関連 した工業や

自然資源の配分が区画された｡たとえば,地方集権的な発電所を中心に,はば半径300-400

体 系 車 の 位 置

CTBO,1973.より作成
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第 1回 AJleKCaHRPOBによるゴスプラン設
定のころの経済地域区分 (1923)

H.H.KoJ10COBCZ(Hfi,HBaHraBpHJIO-
BHtlAJ7eIくeaHAPOB,3王くOHOMmeCKa5I
reorpa4)朋 BCCCP.1965.cTp.437.
より作成

第2回 現在の経済地域区分 (CeMeBCl(11品 に
よる)
6.H.CeMeBCKHIui,BBeAeHHeB∋KOHO-

MHtleClくyrOreOrPa如 to, 1972.CTP.
332.より作成

lGnくらいの地域での安価な労働力資源を行使 した建設であった.この建設,調査の過程で,

各地域の経済地理学的研究がすすむ｡

当時の経済地域の概念は,｢国民経済の各種の部門を全国的規模での専門化と結合しつつ,
高度の技術,つまり電化と自然資源や労働力を社会のために全面的に利用することにもとづ

き,計画的に発展し,客観的に存在する地域的生産的コムプレクス｣(5)とされた｡その結果,

初期の経済区画では,第 1回のように21リージョンが設定された｡この経済地域は,各級さ

まざまなレベルにおいて,その意義,特徴をもち,その後の経済の発展によって,徐々にそ

の具体的内容を変化(6)させていく (現在は第2図のごときである)O第 1表にみるごとく,節

究者によっても,そのレベルにおいても,経済地域の把握はことなっている｡多くの場合,

国民体系の中に,大経済地域から,低級ライオンまでのヒエラルヒ-をもち,その間のお互

いの連繋が考慮されている｡また,行政区域との関係も存在する｡これらの地域は, ｢自然

特殊性と,過去の文化的蓄積と,生産的活動の能力をそなえた住民とに結合されていること

第2蓑 地域体系の内部関係

(自然資源の移出) (生産の副産物)

† / T / (商品移出'l
I
千

(地域内非生産的消費)

■ ､
(資 源

T
(自然資源の

(自然結合体)- I(自然ポテt弓,ヤル) ( 坐

(人T｡))
(労働資源)

/ ＼
(人口移入) (人口移出)

6.JT.rypeBHq,NlaTeMaTHtleCZ(HitMeTOABreOrpa申HH,1966.より
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により,国民経済の全般的連鎖の一環｣(7)となっている｡それは,社会主義建設を進めるた

めに,国内を小さな地域に分割しつつも,完全に閉鎖的ではない経済的有機体 opraHH3M と

なっている｡そして,地域を構成する要素は,それぞれの地域内においてほ,第2表のよう

な連関性をもっている｡

かくて,ゴェルロ･プランにもとづき,経済地域の一応の概念が提出されたのである｡

(ロ) 〟経済地域′′概念の確立と意義

1922年につくられたゴスプランr8)は, また,経済地域に関して,6つの性格づけをおこな

ラ(9)ことに成功した｡ゴスプラン自体は,経済地域の発展についての計画, および計画遂行

のための検査などを行ったが,当初は,その活動は,十分ではなかった｡また,その任務は

社会主義-の移行の過程で,国民経済の均衡性をもった発展と,社会主義的生産諸部門の計画

的な生産配置をすすめることであった｡こうして,経済の進展とともにゴスプラソの体系化

がすすむ｡専門の計画機関として,中央の連邦ゴスプランをはじめ,共和国ゴスプラソ,自

治共和国ゴスプランが設けられ その他,経済地域計画委員会,クライ(地方)･オブル(州)

プラン,ライ (地区) ･ゴル (都市)計画委員会,セリ (村)ソグェト計画香魚金の設立が

すすめられたOゴスプランのなかでは,工業部,地方工業部,農業部などの部門別部席の授

か,地域計画および生産力配置部が,立案にあたり重要な位置をしめるようになった｡そし

て,実践の過程で各地域のコムプレクスのあい異なるタイプわけの研究がすすんだのである｡

ソヴェトの地域生産コムプレクスとしての経済地域は,ゴスプランなどの区画め音廉とし

て生みだされたが,1930年代の初期,第 1次5カ年計画の段階では,ほぼ,その概念を確立き

せたといえる｡この時期には,生産の配置と経済地域の区分が,前面におしだされるが,そ

れは,中央統計局とゴスプランの合併による計画機関の改組などの影響による｡そこや絶妙

地方再建部を中心として,経済地域の区画,経済地域の再建,経済地域相互の連関性の間藤

をはじめ,地域別の長期的展望 ･年度計画が作成された｡これらの仕事によE),鞄域盤産苧

ムプレクスは,各部門構造のくみあわせを地域構造とに統一させること紅より,経済地域の

実体として,その姿を明らかにした｡のちに,KonocoBCIくtl脚 , HHIt0払 C王胡蕗など監よ汐,地

域生産コムプレクスの詳細が検討される｡そこでは,第3表のように,地域生産jムプt/,♂

スを,① ビオネール (/くイオニア),② 結節形成,③ tliilくJI(サイクル)形成 ㊤ 轟

痩,G) コムプレクス構造 (多数の諸部門結合よりなり,それが,地域生産コムプレクスの特

徴であるという意味)などの分類がなされ,経済地域の実体の性格づけがおこなわれている｡

この経済地域の概念の確立には,いかなる意義があるか｡それは,社会主義社会をつらぬ

く経済的法則,国民経済の均衡性のなかで,地方の相対的な役割が明確になること,また,そ

れらの地域の総合的発展がいかにすすめられるかということを分析し,そのための方法を提

起すること,地域内において,その自給性を高めることなどにみいだされる｡ゴ-ルロ･プ

ランの実施やゴスプラン以外の研究機関での活動や,多くの研究者の研究により,これらの

意義は,実践とともに多様化され,新たなものをつけくわえている｡ゴ-ルロ･プランなどと

同時代の研究者 AJleKCaHAPOB は,1923年,第 1図のごとき経済区画を示した(lBが, そこで

の区画の指標には,① エネルギーの種類による方法 ② 国家計画にいかにそっているか

という状態 ③ ライオンの形成の歴史的特徴 ④ 経済コムプレクス化の程度 ⑤ 国家

計画の区分の相互連関性を用いた｡ここにおいて,その指標に歴史的考察を加えたことは注
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第3菱 地域生産コムプレクスのタイプわけ

グ ル プ

(需要三/7L)f紺 形成 巨 イクル形可 再
タ イ プ お よ び
サ ブ ･タ イ プ

コークスをもとにした冶金
莱

鉱 業

石炭一冶金業

鉱業一冶金業

非鉄金属

エネルギー集約

エネルギ-集約的非鉄金
属

クズネックー
アルタイ
中央カザフ

兼かデフ

建 】晶嘉プレクス

石油一天然ガス化学工業

石油一天然ガス採取

石油一天戯ガス化学工業

木材,水導入工業～農業
漁 業

H･B.HHKOJlbCl(Hfi,THnOJ10r175Ipa白oHHbIX nPOH3BOACTBeHHbIX KOMrTJ7et(COB,1972.CTP.70.より

作成

目されてよい.また, BeAH叫 eB は,経済活動の可能なかぎり諾部門の結合をはか り,専門化

も行 うこと,電化の一般的利用,重化学工業の発達,建設 ･軽工業への生産力の適用,食糧の

需要にたいする自給度をとりあげた0分｡ 科学アカデ ミ-の生産力研究委員会 (COnC)は,

第 1次世界大戦時の自然生産力研究委員会 (KEnC)をうけついだものであるが,｢科学技術
活動計画の下がき｣以来,その任務を,① 総合考察,② 生産力発展の区域間における協

力を,問題のある地域で行 うこと,③ 専門委員会 (重大な問題に関する)の設置 ･活動紅

おき,空白地域,未開発地域での調査,技術 ･経済の報告,学際的協九 国民経済発展の計

画の原則などを解尽押 する仕事を行ってきた｡また,COrlC の内部組織は, 学問の性格に

あわせてつくられ,① 鉱産資源,② 冶金工業の新基地,③ 水資源,④ 盛業資源およ

び区画,⑤ 自然資源および北極の各班にわけた.この間,科学アカデト 地理研究所肢済
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地理グループは,区域経済地理学の方法を用いて,各地域の調査をおこなってきた｡これら

の研究はすべて,基本的な経済地域にそくした考察を行い,各地域の発展を明らかにするこ

とにより経済地域およびその区画の意義を兄いだしているのである｡

2 農業地域の計画化 をめ ぐって - 〝経済地域〝概念の確立期におけ る農業

初期ソヴニ トにおける 〝経済地域〝およびその概念の確立にあたっては,かくて,ゴ-ル

p･プランや,ゴスプランその他の活動が大きな役割をはたした｡これらの活動は,また,

農業部門における社会主義的漁業地域の創出や区画の概念,理論化,方法の確立にも一定の

方向づけC4)を示 した｡

ゴェルロ･プランによる国土の電化と農業との連関についていえば,地元の原料を利用し

た拠点開発的電力が ｢水力と風力発動放一般, 農業-の充用｣駄目二までおよんで いるという

点である｡ゴ-ルp･プランには,国民経済全体.'=わたる計画の実施のほか,それぞれの部門

にわたる計画が示されていたQそれは ｢(ロ) 燃料供給(所要労働者数の計算もふくめて,こん

ご10年間のロシャ社会主義連邦ソヴェト共和国の詳 しい 『燃料予算蓑』がつけてある｡),(/1)

水九 (I) 農業 (ゴチック,筆者),(jTt) 運輸,(Jl) 工業からなっていがゆ｣｡ しかし,ゴ-

ルロ･プラン作成の過程においては,農業をその計画にもりこむ意義は重要視されていなか

った｡しかし,1920年に飢昏重がおこり,発電用原料を地元の泥炭などに求めた本来的な ′̀岡

地制宜,地域の発展〟の意義に,この克服の任務がつけくわわったのである｡すなわち,飢

鰻克服のためにも,下級地域における電化をもとにした,農業技術向上,食糧増産の仕事が

生じたのである. ｢農業を放映化せん事は,食糧増収問題たるのみならず,幾千万の轟民の

救済問題を成すものである｡ (吾人は)露国電化委の仕事について,本問題を解決せねばな

ら｣的なかった｡各地で建設された発電所では,肥料問題を解決するため発電による人工肥

料の生産がすすめられ,廉業q)化学化のためにもその役割が示されたO農業の横株化紅よっ

て,農業生産力が高まり,エネルギーの使用に大きな節約をもたらした｡

ゴスプランは,後に,｢家父長的選制やオブローモフ的生活やなかば野蛮な歌麿が病者｣紳
しているソグェトの初期の集村の改革にもその役割をはたした｡当時,発電所からの恵方供

給が,各農村に送られるならば,｢もし,電動磯,その他の横板を十分手に入れるならぼ,その

ときにはもう,実父長制から,社会主義への過程段階,媒介環は必要とされない｣佃と考えら

れた｡電化をもとにしたゴ-ルp･プランはすでに実施されたが,社会主義建設の初期の段

階での,単一の国民経済的計画としては不十分であり,新たにその作成の重要性がしばしば訴

えられたOそのため,1921年の秋の収穫期までに,短期間の全国民経済計画の原則の確立が

要求されたOそして,食糧の問題がその出発点でとりあげられたのである｡ JIeHHliは ｢お

びただしい困難全体の根元は,まさにここにあるからである0--余剰分は不時の予備とみ

なし,穀物が完全に不足する場合については,ただ大体の案をたてることにとどめる-州 と

いうようにするのが,より合理的であろう｣鰯とした｡ かくて,初期の計画化の過程では,

とりわけ食隆の確保をめざすなかで,工業発展をうながそうとしたOまた,これは,農民の

生活の向上,経済建設での重要な問題であった. しか し,農業の基線 i･" 巣産物の市場にお

ける確立 ･信用の面での確立がおくれていたた軌 第 ユ次 5カ年計画でのコルホーズにおけ
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第4衷 KoHApaTbeB の虚業5カ年計画

5カ年計画最終年度の計画

絶 対 数 は 墓年FB(3完')i

実 績

絶 対 数 は 基年雫訝

作付両横 (100万ha)

家畜 (大有角家畜換算,100万頭)

5年間の投資額
(100万チェルポネッルーブル)

r.肌.CopoKtiH,rlJLati叩OBan払eHapOAHOrOXO3見放CTBaCCCP,1961.CTP.171.,平館利雄:ソ
ヴェト計画経済の展開,1968.p.159.より作成

る農産物の予約貸付制度などが実施されるまではその計画化は不十分であった｡ゴスプラソ

による計画の展開も当初ほにぶかった｡

1924年には KoHEpaTbeBによって,ゴスプランの農業部にたいして,遵業 5カ年計画が提

起糾された｡それは,1924年から1928年にいたるものであり,彼独特の発生論 reHeTHl(a(農

作物の自然成長をまつ客観的方法)にもとづき,作付面積の増大,家畜の飼育増加をねらっ

たものであったC第4表にみるような一連の成果が示されている.ただ,彼の場合,鹿業政

策によるもの (計画のプログラム)を目的論 TeJIeOJ70rI151として排除 したという点で問題

があった｡

一方,郷および村ソヴェトが,レーニソの提案にもとづいて組織された全国貧農委員会を

合併餌して,その権力をうちたて,地方における拠点としての意義をたかめた｡社会主産的

政権誕生以来の,いわば自然発生的な集団化のテンポは,この地方権力の確立とともにその

速度をはやめたが,農業における ｢社会主義革命の嵐のような過程｣餌は,先の予約貸付制

度の実施の時期,すなわち,第 1次5カ年計画による工業を主導とする社会主義経済の物的

基礎の創出によらねばならなかった｡ KoHApaTbeB の計画化などはいわば,そのための基礎

をきずいたものといえる｡

第 1次5カ年計画によれば,農業の部面では,レーニン的協同組合の実現が農業のたちお

くれをなくす唯一の道であること,農業協同組合は,社会主義的工業が農村をひきいていく

のをたすけること,近い時期にすべての貧農と大多数の中農を協同組合化にひきいれること,

さらに,農具賃貸所の広範な網の目を通C,力の弱い経営への作業供与をおこない,共同耕

作のために有利な条件でそれらの経営に横紙を供与すること,また,廉業の地域的,部門的

結合をはかることなどの重要性が示された｡この農業の地域的結合の問題が,農業地域の区

画の実際的,理論的要求を提起したのてある｡

その後,ゴスプランは,数次の5カ年計画,7カ年計画の実行に重要な役割を演じるが,

それにともない,機構の改革がすすめられる｡農業に関連したその任務についていえば,ゴ

スプランの規定の第4粂朗が注目される｡すなわち,

｢ゴスプランの主要任務は,ソ連邦国民経済の内部において,諸経済部門の発展における

正しい均衡の維持を保障し,かつ不均衡の発生を阻止するた桝こ必要な諸対策を詐じるこ

とである｡ゴスプランは,ソ連邦国民経済計画における社会主義計画における社会主義的

生産の関連部門,すなわち,採取工嚢と加工工業,農業と工業諸部門,運輸と国民経済の
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活動を調整し,生産の増加と消楽の増加を調整し,生産のために融資し,かつ生産原料を

獲得し,経済的に不必要な遠距離輸送,対抗輸送を解消する必要性にもとづいて,諸企業

の好適な地域的配置を実現し,原料諸資源地とその生産物の消費地方へ新設企業を接近せ

しめることを,その任務とする (ゴチック,筆者)｣｡

ここでは,農業と工業との結合,農業の原料としての意義,農業地域の充実が意図されて

いる｡さらに,ゴスプランの総合計画局においては,企業配置 ･地方計画部が設けられ,地

方間連絡班,北,北東,中央,ヴォルガ,南,ウラル ･西部シベリヤ,東 ･極東各地方班が

設けられ,産業別計画部局の農業部では,国営農業課,農業班,畜産班,工業用農産物班,

確執 ･土地改良班,およびMTC班が設けられ,地域における活動を行ったOまた,ゴスプ

ランには, 1であげたようなヒエラルヒーがあったが,とくに最下級のセリ (村)プランは,

農業の区画の実現と深いかかわりあいをもった｡地方のさまざまな諸要素の把握の進展にと

もない,農業区画の客観性がこうして高められてきたのである｡

3 農業地域区画の方法について

(イ)農業地域区画の意義と指標

各経済地域は,それぞれの生産部門を反映した専門地域をもつが,農業紅ついていえば農

業地域があり,経済地域の構成部分となっている｡経済計画の場面での鼻梁部門忙おける発

展については,数多くの提起がなされているが鰯, 具体的には農業の一地域的発展と給食しな

ければならない｡自然 ･労働資源を農業の発展のために利用するには,地域の盛業盤産の効

果的な組織化についての方向づけをする必要がある｡

その一つの方法がいわば,農業地域区画であるが,すでに農業の資本主索的段階においで,

neHIiliのすく.1れた分析方法が示されている.JIeHHHは,従来の経′済学者-た亀が,,pシャの

地においてとっていた経営方式 cHCTeMaXO3月IoICTBa の相異による区画の方散ではなく,痩

耕経営方式 C11CTeMa XO3flluiCTBa 3eMJleAeJIH;1の方法鰯をとった.それ結,資本主審的鼻薬

地域には次のような特徴があり, それを区画の基本的環閉 3Bel王0 としたからであるO-_①

農業での種々の社会的生産様式についてでなく,資本主義的様式の具体的現われの様々の形

態,圃場作に基礎をおく資本家的廉業経営の方式にあること,② 資本家的鼻業経営方式の

多様性には,国の各種の自然的経済的地帯別の濃業生産の専門牝と配置が条件になっている

ことからであった｡そして,農耕経営方式として,第 1に,生産関係の塾とそれに固有な労

働力の質的水準,第2に,その地方の経済的および土壌,気候的条件に照応する経営の生産

的方向と農耕方式ならびに経営の方向に即応し,しかも農耕方式にふさわしい幾枚具を問題

にした鰯のである｡

また,この区画は,社会主義的生産関係の発展段階では,地方民主主義の確保とともに若

干変化をみせる｡すなわち,地域間の差異に注目し,そのためには,経済会議が,地方官庁

間の不調和な故能をとりのぞき,地方諸機関の自主性をのばすことであった｡｢真に民主主
義的な意味に理解された中央集権制は,地方的特性を発揮させるだけでなく,地方的発意,

地方的創意,共通の目標をめざす運動の多種多様な方途,方法,手段をも完全に,支障なく

発揮させるという,歴史によってはじめてつくりだされた可能性を前提とする｣銅,そして,
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農村における社会主義建設の基礎行政単位としてライオンが,また,計画機関としてのセリ

プランが強化された｡

第 1次5カ年計画下では,農業集団化の質的発展紅ともない,穀物生産,牧畜などの轟業

の部門生産における全国的規模での地域的特徴の分析が必要となったために,1930年ごろか

ら榊, 農業地域の区画についての研究が進展する｡1950年の後半には,経済区画の理論の一

定の確立を背景に,農業地域の40余にわたる区画が設定された｡そこでは,食榎生産原料の

生産をうまく行うことに重点をおいた｡ 区画の単位は, まず,行政地域とし,全ソ連180の

行政地域 (オブラス ト)での農業地域を設定した｡しかし,この研究は,当初,KoHノ叩aTbeB

の方法のように,多くは発生論にもとづき,農学者や植物学者たちによる,各農場の把撞,

特化現象,所与の穀物栽培の体系,ひいては,地域の不均等発展の現状を確認するにとどま

っていたOすなわち,区画には,将来の展望の意図がもりこまれていず, (盛業)経済地理

学的研究が弱かった｡そのため,モスクワやレニングラードなどの大学間の協力,学際的協

刀,地理学的研究がすすみ糾, 科学アカデ ミーの参加もえて,プロジェクト･チ｢ムがくま

れ,蔑業の地域区画が進展した｡そこでは,オブラス トやライオンの単位ごとの地域的諸条

件,統計的デ-タの集積もおこなわれた｡さらに,コノレホーズやソフホ-ズなど各盤場ごと

のデータを加え,各地域における農業の特徴が把娃された｡まず,① 生産の諸条件 ･諸要

素のくみあわせをもとに,地域的な農業の生産タイプを確認 し,② その結合のくみあわせ,

レベルなどの材料の研究を行い,蔑業の生産配置 ･土地利用の合理的な生成をはかり,(9

地域の相違性と,のぞましい変化の評価などを基礎材料物にした｡この際,それぞれの地域

タイプは,ほぼ同質の自然,経済的条件のもとに生みだされている｡その条件とは,気候,

地形,植生などのほか,収入,集約度のレベル,大きさ,生産の様式などであり,それらも,

同じレベルにあることであった｡

ふつう,農業地域区画は,研究者の意図する内容により,そのあらわれ方はちがうが,ス

ケ-ルのちがい,地理学上の諸規定によっても異なる｡たとえば,uouKl･lluiによれば餌,吹

のような視点が凍示されている｡

1. 重要なまた集約な土地改良の研究をともなう,現在あるいは将来のいろいろな土地フ

ォンドの地域的表現

2. 集約的な農業生産の地域的研究

3. エネルギー資源と農業生産技術の特殊的利用の地域的研究

4. 地域の自然資源の利用程度,経営条件の重要な決定をともなった産業諸部門の研究

5. 農業計画のタイプそのひろがりおよび農業の地域的あらわれの地理学的研究

また,LIemlHLleB朗 によれば,静物生産地域と非生産地域をわけることを主な視点として

いる｡

nepIユ141く脚は,農業が,ある地域においては,地域生産コムプレクスの構造のなかで,主導

的位置をしめることに注意しつつ,次の5つによってこの分類を行っているO(∋ 地域の特

化,② 主導農業生産部門の生産量,③ 重要な生産手段の必要性,④ 農業生産の労働力

とノルマの進歩と分化め計画との絶食の重要性,⑤ 農業生産の濃適の地域酌組織化である.

さらに,一部では,ソヴェト ヨーロッパで捻,農業が専門党されているため～その形式

が地域の農業生産の中心であるところでは,専門化部門生産物による地域の分類も一般静で
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ある｡その具体的例としては,地域のスケールの問題とも関係しているが,穀物の種類 ･家

畜の種類を持株にとる郎場合である○

ところで,実際に農業地域区画が設定されるには,まず,農業資源と農業の現状とを連関

させるために現舞の地域の調査分折からはじめられる｡その際,自然的特性を把握し,総合

自然区の設定が行われる｡ソヴェトでは各機関,大学などによって行われ,その結果は,也

図化される｡そして,農場の生産構造,人口などの経済的条件が調査される｡次に,蔑葉の

地域的相異の修正,変更と発達の予報附すなわち,長期的計画と科学的予見がはかられる｡

したがって,廉業地域は,農業にとって重要な自然条件を基礎にした自然領域的なものとあ

る種の共通性をもち,農場の専門化,耕作システムは,均一性をもつ領域を形成 していく｡

(口)農業の地域的専門化と多部門化

襲業地域区画にとって,いま一つ重要な意義を有するのは,ふつう専門化の形をとる商品

化部門としての農業を,いかに確立させるかということである.また,農業における多面的

な要求を満たすために,多部門の生産を示すことである｡

まず,専門化についていえば, neliHH によれば,農業が商品化部門-商業部門として,

突然に,形成されるものではなく,また,地域によっても均質的でなく,その形態,経営の

内容も異なるものである｡農業のこの変化の過程は,農業が工業とちがい,農業個有の技術

的特性からくるものとした.すなわち, ｢工業とちがい,農業は個々の部門に完全に分裂す

るのではなく,ただ,ある場合にはある市場むけ生産物の生産に専門化される紅すぎないO

そのさい,農業のその他の側面は,この主要な生産物に適応させられる｣鱒としたのであるO

さらに,このとき,農業は,個々別々の部門に分裂せず,ある市場むけにつくられるQま

た,同地域に工業がある場合,農業自身が交換のための生産に特化 し,地域的にも特赦がす

すむ｡そして, ｢生産物加工のいろいろの種類をたがいに分離して産業部門の数をますます

つくりだしていく専門過程は,農業にも現われ,それぞれの農業地帯(および農薬経営方式9,

を専門化していき,こうして,農業生産物とのあいだばかりでなく,農業の雀卓の生産物の

あいだにも,交換をよびおこす紬｣｡

この専門化の過程は,濃業の社会主義建設の初期の過程においては,コルホ-ズ㌍ベノレ駁二

おいてもその専門化とデパートメント化についての論争をよんだOそq)際,アメリカの例を

ならい専門化がとられた也埴o これは,コルホーズの焼雑化,技術の装備を容易投じ,すなお

ち,農業においても,社会的労働の節約の原則をつらぬき,農業における社会主義的ウクラ

-ドが貫徹されているソフホーズを,農民にとって農業の集団化の一つの模範魅力として考慮

するネライもあった.ソフホーズにおいてほ,幾業機械,高度な技術をもった労働者などが

おり,小規模農法における農民のエネルギーの浪費をふせぎ,大規模耕作を組織し,いわゆ

る groL5elndustrieの優位性を展開したO

また,この専門化は,地域においては,どのように展開するか｡これは,農業地域区画に

おいてほ,主要生産物の決定でもあるが,後にみるセミパラチソスクの例のように,自然的,

技術的,歴史的な地方の特殊性と関係しており,とりわけ,農耕と畜産を,また穀物や工業

用作物や飼料や野菜の生産をただしく結合することを前提としている0 6apaHCKHfiによれ

ば由9, 専門化による利益は,① 地域の自然的特性を十分に利用し,② 機械技術を十分に

適用しうること,③ 労働を一層専門的にする,④ 播種地を充実させることにより,農業
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原料を耕作地点に運ぶ労力を節約できる点があげられている｡専門化の有利な条件は,直接

的生産物の生産地から需要地に対する輸送の点で,経費が節約されるというわけである｡ま

た,これらは,人口の増加とも関係しており,急速に人口が増加する都市周辺においては,

穀物の内部的要求にその生産がこたえきれず,主要生産地においてすら,穀物の流入を必要

とする ｢倒流現象｣朗もおこりうる｡

そのため,農業の専門化は,先の neHHH の指摘のごとく,唯一の生産物における専門化

を意味せず,そのくみあわせが問題とされる.また,専門化部門の不均等的発展におちいら

ないように,地域および農業地域における総合的発展,各生産部門における均衡性 TZPOr10p-

uHOHaJ王bHOCTb の保持が必要となる｡農業生産そのものが,労働の直接的な働きのもとで進

められる作業期間と,自然的な過程の作用のもとで進められる期間紬の二つにわけられるた

め,利脚こおける生産手段と労働力の均等性 paBHOMepHOCTb が示される｡この均等性は,

農業における副産物の利用,土地の利用のために必要であり,いわゆる盛業における長期に

わたる J̀閉鎖系'Iあるいはサイクル uHKJlの形成であるOこの轟耕方式の例としては,輪作

があげられる｡

輪作は,土地,機械などの利用を決定し,機械の形態にもよるが,圃場の形態をも決定す

る.一般に ｢圃場の形態は, トラクターと複雑な幾用機械をよりよく利用できるよう,一辺

が,1.5- 2kmの正方形に近い長方形がもっともよい｣鳩とされるOこうした輪作の形式は周

知の自然改造の過程でもとり入れられている｡

たとえば,農業地域区画は,大pシャ平原の地においても,主要な穀物地域の発展をうな

がした細が,この平原の北部は,世界の ｢お天気工場｣とよばれており,ロシャ平原にブラ

ヌ 6ypaH という大吹雪をもたらし,また,黒土地帯には,スホ-ベイ cyL'OBe白という乾燥

風をふかせ,農業生産にとって一定の困難さをもたらす｡このため,克服の展望がだされた

のが自然改造計画であり,輪作の導入であった｡すなわち,いわゆる ｢自然の改造のための

大計画｣たる ｢ソ連ヨーロッパ部および森林ステップ地帯において,安定した高い収穫を確

保するための農地保護林の植えつけ牧草循環播種の導入,貯水池の建設について｣の計画が

たてられ,植林をはじめ,輪作形態を積極的に導入し,農耕経営方式のみならず,地域の性

格,生産配置に変化をもたらした｡

(ハ)農業地域区画と地域

農業地域を区画する場合,その最小単位としては,個々の農場の単位がその分析の指標と

なるが,これはいわゆるミクロライオン-小地域 (ミクロリージョン)MHltPOPalu10H の問題

と密接な関係がある｡第5表におけるミクロライオソのタイプは,資源利用にもとづくいく

つかの経済発展の型をしめしているが,各ミクロライオンも,いくつかの階層をもつヒエラ

ルヒーを形成しつつ,オブラス トやライオンなどのマクロな地域とことなる性格をもってい

る｡この地域は,地域生産コムプレクスを形成する上でのいわゆる ｢細胞｣ I(JIeTKa臼カの役割

をはたしており,とりわけその性質が地域における性質を決定する上で重要である｡たとえ

ば,オブラストやライオンの農業地域区画をおこなう際,その区画の基礎的単位を個々の幾

場の単位にとりつつも,いわゆるミクロライオンとしての細胞を中心におく区画の方淡であ

る｡この細胞は,第5表のごとく,それ自体,ふつう4つほどの級にわけられる胸が,さま

ざまな機能,結節の特徴を有し,それらの内的連関のほか,それぞれの地域より上のクラス
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小地域のタイプ ‡ 機 能 の 特 徴 l 結 節 の 特 徴

資源利用にもとづくll･粗放的農業
選択的経済発展およ

び低人口密度,ある

いは点在集落パター

ン′

同質的経済発展およ

び集落 (ふつ う農

業)

2. 農場をもった林業

3. 農場をもった鉱業

〝都市網〟は,まばらな集落

とき7,Jlは2,3の小さな町からな

る

ライオンは別のライオンとはつな

がらない傾向にある

農業-工業地域

鹿業はおおむね集約的

工業地点,小結節点は,一般に,

鰻業生産過程において特化して

いる

町と都市タイプの集落のネットワ

ーク｡ライオン間にはわずかなむ

すびつきがある｡しかし, 1ない

し数個の町は,小地域内で有力な

地紋をもつようである

集約的経済発展およ

び核のある集落

集約的経済発展およ

び集積した集落

工業一塊業地域

地方的鉱業,幾業生産に加えて,

地方の自然的基礎とは関係がな

いたくさんの製造業がある

農業は部分的には,地方cc)都市

住民に指向している

1. 大製造業地域

ある場合には,採取工業を

もともなう

2. 大燃料採取工業あるいは石

炭 ･鉄鉱業

3. 大保養地域

鹿業はすべての場合郊外の

疏菜生産タイプをこ指向して

いる

近接するライオンに影響を与える

大 ･中規模の都市が中心をしめる

若干の場合,中心都市の楼能は,

複数の場所に分配される

都市の集積あるいは集積の過程に

ある大きな都市

この集硬は,近接するライオンを

支配する

全小地域で交流がおこなわjJLる

E･E･JTe員3ePOBlitl,Pa3PeLileHlienpO6Jleht3KOHOM托tieCIくOrO MHKPOPafioHHpOBaHH兄,1972-.elf,
88.より作成

の地域との密接な連関性をもっている｡そして,その連関性のキズナとして,運輸網や,情

報網があげ られるのである｡

ミクロライオンには,具体的には各農場のほか,これがいくつか適合 した旧MTCゾーン

などがその構成単位として使われる｡そ して,これ らの地域は,い くつかの指標において,

ほぼ,同質的なものをもつわけである｡その指標には,先の区画における指標 と同様のもの

が使用されるが,生産手段,労働力の相違など経済的条件のほか,自然的条件の位置も,漢

く考慮されている｡この場合,多 くの農業地域区画の方法がそ うであったように,地域にお

ける現状の生産の相違の確認のほか,長期的な展望を提起するように工夫されるのである｡

また,この ミクロライオンは,第 5表の小地域 (-ミクロライオン)のタイプをみればわか
るように,集落のパタン,質的情況との連関性をもち,直接に地域住民とつながっている点

で,きわめて重要なものとなっている｡

ところで,農業地域区画における自然的条件の意味は大きいが,地形,地下水の構成,土
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壌成分,農業気候などの自然的要素は, ミクロライオンなど,下級のレベルの地域にいくほ

ど重要性をますoとりわけこれは,農場レベルでの生産と地域のクラスわけにとって,意味

のある指標となるoそれは自然区画の基礎として轟業気候区,土地資源利用の区画的, 農業

生産のための専門化地域の区画などにもしばしば利用される｡本来の自然区画と桑葉地域区

画とは,お互い異なるものであるが, ミクロな分野においてほ,自然-経済地域として統一

されるわけである｡したがって,これは,先の経済地域の,地域生産コムプレクスとしての

概念にはあてはまらず,第 1表において,noMyCや Kop}KOB, K146aJlhtiHtlそして noKulか
LueBCKl泊 らも主張するように一般経済地域以外の地域としてわけられるべきである｡

ソグェトでは,全国30余の農業地域が,自然-経済地域と一致し,各農業地域では,自然

条件に経済条件とが同一体として理解された榊ことがあり,また,固化もされているO幾業

のための自然区画は,植生をきめ,自然地域と農業地域とを一致させる場合があるわけであ

る｡これらの成果は,将来発展する農業地域の区画の自然的経済的条件を示す場合は,単な

る自然的条件をの諸要素のくみあわせをしめす地図にとどまらず,住民,幾場の雇用状態,

居民点の生産タイプなどの市場のひろがり,農場のセクターのひろがり,地域生産の構造,

地域の特化をしるす｡この際,先のオブラス トやライオンの単位の集積データを利用し,小

縮尺の地図などに作りあげる.最近では,7カ年計画の問に,40余の加盟共和国における自

治州の地図集の作成されたことなどに,その成果があらわれていがD｡ そして,具体的には,

1. 農業の自然資源の地図化,長期的な展望の地図化

2. 人口資源の長期的配分の地図化

3. 農業の工業化をもふくむ工業の部門部門のセクターにおける長期的発展の展望の地

図化

4. 将来の農業地域のモデルの地図化などが示される｡

たとえば,第3図のごとく,セミパラチソスク･オブラス ト6尊では,4つの自然一経済ゾ

ーンにまずわけられる｡① ステップ,② 半砂漠,③ 山まじりの地域,④ 砂漠地帯｡

これをもとにして,農業地域区画としては,第4回のごとく,Ⅰ 混合牧畜をともなう,穀

物および池料作物(ナタネなど)の地威,IJ 穀物および油料作物,肉牛および乳牛,豚,羊の

サブ ･リージョン,III穀物,羊毛および肉用羊,肉牛および乳牛 ･豚のサブ･リ-ジョン

Ⅱ 穀物,肉牛 ･羊の地域, 玉 / 穀物および池料作物, 肉牛および乳牛,羊のサブ･リ-

ジョン,Ⅲ 肉および羊毛用羊,肉牛および穀物地域,Ⅳ 羊毛および羊毛一肉用草,肉一

乳用牛,穀物,地域,ⅣI 羊毛用羊, 肉一乳用牛,豚,穀物および油料作物のサブ1)-ジ
ョン,Ⅴ 肉一羊毛用羊,肉牛,副次的には穀物栽培の地域,Ⅵ 肉および肉一羊毛用羊,

副次的にtL31飼料作物栽培をともなった肉牛の一地域に区分されている｡

セミパラテンスク･オブラス トの地域では,非黒土地帯餌における栽培の中心としてのジ

ャガイも 野菜栽培,亜麻栽培などの栽培より,むしろ,スケ-ルほ異なるが,第3蓑で示

したような,中央アジアにおけるごとき礁湖≡を主導とした農業,すなわち水力と渡親のサイ

クル u11KJlが穀物生産に特徴を与えている｡つまり,農法の改善紅 よる増産 Ⅰ(yJIbTyPa

3eMJleAenI叫 穀草交替的農新方式印 TpaBOnOJIbiiafICliCTeMa3eMneAEeJIH兄が問題とされるo

neHIiHは, ｢農業においては,一つの生産機構のうちにむすびあわされた 『機械の体系』

はまだ存在 しない｣一方, ｢絶対に除去できない農業のー特殊性がある (-･･･.)｡そうLいう特
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第3回 セミパラチソスク･*ブラストの
自然一経済地域

A･H･PaKHTHHlくOB,B･r･rpfO tl ･

KOB,ArpapHoepaHOliHPOBaHlie,
cTp.38.より作成

第4図 セミパラテンスク･オブラストの
農業区画
同左より作成
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殊性のために,機械制大工業は,それが工業でもっているすべての特徴を農業においてもっ

ことは,けっしてない騨｣ と指摘したOここでは,横級の体系の問題は,いうならば,先K

あげた閉鎖系の問題であり,盛業における uliiくJlの問題として理解されるのである｡これ紘,

地域生産 コムプレクスの生産とともに, 農業自体の内部に ｢閉じこもっている｣鴨部門終食

の形をとるものであり,全農業≪Ll11KJl参と工業の相互連関が認められるo KopocoBCKH虫に
よれば, l1141(nとは,｢当該種目の原料およびエネルギ-にとっての基本的過程の周囲に,
相互制約的 (相互依存的)に発生する,典型的な, 強固に存在する生産過程の給体｣餌 であ

る｡セミパラチソスク･オブラス トでは,非鉄金属を主導生産部門とする大経済地域におけ

る地域生産コムプレクスの u14Kn のなかで, その農業地域生産の役割をはたしながら,農

業の体系のなかでは,先のような独自の LlliKJlを形成 しているわけである｡

また,農業における基本的フォンドについては,区画の指標として,その分類が大きな意

義をもつが,農業の多様化から,フォンドの分類も多様化幽 しているoそれは,所有形態に

より,(∋ 全人民的所有にもとづくフォンド(ソフホーズ,副業,国営企業ならびに企業フ

ォンド),② コルホーズのフォンド(コルホーズおよび付属の農業企業フォンド),③ コ

ルホーズ員の個人的所有フォソド,④ 労働者 ･勤務員の個人的所有フォンド,⑤ 家内工

業内に属するフォンドにわけられる｡また,フォンドの種類別により,① 生産的基本フォ

ンド,② 非生産的基本フォンド(住宅,クラブ,学校など)にわける｡これらは全国的な

一般的指標として,理解されてきた｡重要な生産手段である土地は,農業用地として使用さ

れる壌合,一定の生産貯使命をもう土地として扱 わ れ るが,その利用の特徴は,その自然

的 .歴史的特殊性により決定される｡そして,利用の種類としての土地の区分は,一般に,
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次のようにおこなわれている綿o

1. 耕地 (播種+休耕),野菜畑をふくめる

a.幾業技術の土地改良の個々の方法-の適用

l).故概,運輸手段の適用

C. 実際の栽培植物の材料

2. 土地に覆いをした栽培方法 (温室など)

3. 休閑地

4. 天然または改良飼料地

a.改良の個々の方法の適用

b.機械,運輸手段の適用

C. ｢利用｣状態による方法 (草刈り場など)

5. (植樹)栽培 (茶など)

a.農業技術,土地改良の方法

b.機械,運輸手段の応用

C. 利用 (状態)による方法

6. 森林

a.森林

b.運搬の便利さによるもの

C. 利用 (状態)による方法

7. 潅木林

8. 沼沢 (泥炭など)

9. 貯水鞄 (水面)

a,貯水池

1).利用 (状態)による方法

10. 砂地

a.砂地

b,利用 (状態)による方法

ll. コルホーズ付属地 (勤労者の)

a.付属地

b.利用 (状態)による方法

12. (国有林フォンド,国有地フォンドの部分での)コルホーズ･ソフホ-ズの土地利用

には属さず,当年度,コルホーズ ･ソフホーズにまかされた地積 (草刈り場など)

かくて,これらは農業地域区画の実践的な指標として各地域において利用されているので

ある｡

お あ り に

以上,ソグェトにおける 〟経済地域〟の確立と,その意義および農業地域の区画,指標な

どの問題に考察を加えてきた｡
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経済地域は,ソグェトにおける国民経済の各部門の地域的表現として重要な意義を有 して

いることが明らかとなったO経済地域は,長年にわた り形成されてきた地域生産コムプt/ク

スとしてあらわれている.第3表にしめしたごとく,それは,コークスを基礎にした冶金業,

ェネルギー集約型,機械類生産主導型などのごとく,それぞれが特色をもちつつ,基本的に

紘,重化学工業が主導部門となってあらわれていた｡しかし,ソヴェトでは,北東経済地域

のように,いまだ,ビオネールすなわち開発途上のところもあり,また,いくつかの中心部

門が錯綜するコムプレクス構造のものもある｡しかも,それぞれがある種の uHItJlを形成す

るように変動しつつある｡したがって,経済地域の考察には,具体的な地域に即した,歴史

的かつ展望的な考察が,とりわけ重要なものとなろう｡

一方,経済地域-地域生産コムプレクスには,北カザフ,中央アジ7経済地域など,幾業

が中心部門となっているものもあり,たとえ重化学工業主導型のものであっても,農業部門

の形成はもちろん皆無ではない｡各経済地域における食榎自給ひいては漠業の重要性につい

ては,政策的な面からも問われている糾. そのため,経済地域内部における農業の相対的な

地位の確定をしなければならないO農業地域区画は,このような工業などの他の生産部門と

の関係をはっきりさせれば,いっそうその意義が明きちかとなる.

ところで,第2表にしめしたように,地域を構成する要素には,自然資源などの自然的条

件があり,農業地域区画の場合,スケ-ルの問題もあるが自然一経済地域のように,自然的

な側面がとりわけ重視されているo しかし,たとえば,BapaHCKHIuiは,農業地域区画の指標

において,自然的条件を重視 したため批判をうけたことがある(細O すなわち,ソヴェトの経

済地理学の歴史においてほ,自然資源,自然的諸条件の評価には,いろいろな見解が存在 し

てきた｡

したがって,農業地域のあるいはそれをふくむ経済地域の考察には,自然をいかに評価す

るかという,基本的で重要な問題が,なお残されているといえる｡

注

(1) B.H.neHHli,nOJlli.CO6p.col.,T.45,CTP.115.,H cbe3EPKr7(6).

(2) B.H.nelilイH,rloJIIi.CO6p.col.,T.42,CTP.159.,1Ⅶ BCePOCCHIuiClくH凸C′be3ノqCOBeTOB.naHHrZ

はこの大会で, ｢共産主義とは,ソヴェト権力プラス全国の電化である｣という有名なテーゼを提出

した｡農業をふくめた国の経済を,大規模生産の技術的土台にうつすには,電力だと考えた｡当時,

魔民は HeecTeCTBeHHb泊 cBeT, KOTOph泊 6yAeTCOCBeulaTbHaLLIy KPeCTb別iCKyIO TeMH故y (め
れわれ漁民の暗やみを照らすFl然てない光があらわれた)とした｡

(3) neHHHによって,1918年に提起された社会主義建設のプラソOとくに,社会主義建設における生産

配置'コソビナ-トの問題など経済地理学的な示唆にとむo Ha6pocol(nJlaHaHayqHO-TeXHHqeC王くHX

pa6oT.

(4)(2)cTp.152,1920年当時,ドネッ炭田やアゼルバイジャンの石油の採掛ま進んでいたが,全国的な
規模での供給には困難があり,各地では燃料危機が存在していた｡そのため,地元にたくさんある泥

炭採掘の技術開発がすすめられ, ｢水圧採掘法｣という方法を生みだしたOこれにより,地域での泥

炭を利用した発電所建設が急速にすすむ｡

(5) r･H.uepAa叫 eB,H.n.HHKHTHH,6.A.TyTbrXml,3KOHOMHtZeCKaflreOrpaやHflCCCP(邦
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訳,p.9･1960),電化をもとにしたコムプレクスについては,A.A.rpHropheB,KoMrrJIel(CHb泊 rlJIa11

06JIaCTf7,rlJlaHOBOeXO3月nCTBO,1972-12.cTp.57.においてオブラストレベルの問題が指摘されて

いる｡

(6) 国民経済の発展の結果, ソグェトでは,経済地域の区画そのものは,たびたび変更されている｡

たとえば,大経済地域をとってみると, 1932年には24地域あり,生産配置の急速な発展が期待され

た｡諸地域では,国民経済的任務遂行,自地域内の総合的発展がめざされた (セチュ-っフ編 :ソヴ

ェト･ロシャ経済地理,p.53,1934.参照)Oまた,1961年には,13区画された｡最近では,約18の大

経済地域にわけちれているo 6.H.CeMeBCKHia,BBe.neHIイeB3t(OHOMHtleCKylOreOrPa如 IO, CTP.

332.1972.を参照せよ｡

(7) B.B.r70KLLIHLueBCKliLi,reorpa如 月 CoBeTCKOrO Coro3a-rIPI4PORa,HaCeJleHlie,Ⅹ03兄ficTBO,邦

訳,p.116.

(8) 1922年以降は rocyAaPCTBeHHa只rlJlaHOBa51XOMMHCH兄COBeTaMliHHCTPOBCCCP.後に rocyAap-

cTBeliliblfiftJlaHOBblfiKOMHTeTCOBeTaMllH14CTPOBCCCP.とよばれたo

(9)① 経済地域は,大地域生産コムプレクスである,(診 区画の基礎に,エネルギー.経済原理をおく,

③ 各地域は,その地域で,もっとも有利な生産のための特化を示す,① 地域区画が運輸合理化に役

立つ,⑤ 地域区画は,将来的展望的である,⑥ 経済地域区画と行政区画とを一致させるofO.r.
CayuKZIH, BBeAeHlie a∋KOliO･ltlitleCKy王O reOrPaか 札 ,CTP.81.1970.,および,同,CoBeTCl{a只

∋KOHOMIlqeCIくa51reOrpaゆIi5l,CTP.65,1965(3r(oHOMtltleCIくaflreOrPa申145I8CCCP-HcTOPH;IHCO-

BPeMeHliOepa3B王jTHe所収).

(lゆ H.H.KoJ10COBCtC雌, OcHoBbI∋KOHOMHqeCKOrO PafioHliPOBaHHfl.1958. 日.B.HHKOJlbCKl捕,

THr10JIOrHllpa蕗oHHblXnPOtイ3BO,aCTBeHHblXKOMI-Jle王くCOB,H3BeCTH兄AIくaEeMl川 Hayl{CCCP,ceplifl

reorpa如 tleCKaSl,CTp.68.1972.

(ll) H.H.KoJ10COBCKHfi,HBaHraBP HJ10BHtlAJleKCaH.呼OB (1875-1936), (CayujHKl叫 (9)9.㍗.C,

所収,cTp.437.)

的 A.H.BeAHuleB,npO6J7eMbIPa3MeLileHH兄nPH3BORHTeJlbHIiXCHJtCCCP,1963.CTP.56.
国 典博釣 :蘇聯的地理枚格和蘇聯地理学発展的-些情況,地理学報 24- 4,p.443.

(14) ㍗.ranoHeHKO,PeaJm3auH5lJleH王-HCI{IIX r7JlaHOB rlpe06pa308aHHflCeJlbCKOrO XO3只IuiCTBa,nJla-

HOBOe XO3月nCTBO.CTP. 44. 1971- 2,その他,農業発展のテンポ,土地フォンドなどについてあげ

ている｡

姻 (3)参照0

86) B.H.neHHH,rloJIH.CO6p.cotI.,T.42,cTp.341.,06eJmHOM XO3只ficTBeHHOM rlJlaHe. ゴェ

ルロ･プランに参加した専門家は200件をこえる研究成果を提出したOそれらは 『ロシャ社会主養連

邦ソグェト共和国電化計画』に収録された｡

(17) HICTenaHOB,∋J7eKTp坤 l拭aLlll兄P･C･◎･C･P･BCB只3HCrlePeXOJIHbllulOa30fiMHPOBOrOXO3轡 -
cTBa,1923(邦訳,労農露国の産業と電化計画,p.58).盛業の機敏化については,吉岡金市 :ソ連盤

業の機械化,1949,p.107.参照O農業に機械体系を応用することは,盛業生産を工業生産の一変瞳に

するための,もっとも重要な特徴であり,都市と幾村との対立を廃棄するためにも重要であるとするO

掴 B.H.neHHH,rloJIH.CO6p.cotl.,T.43,CTP.228.,0 rIPOAO80JlbCTBeHHOM HaJIOre.

姻 同上O

鍋 B.H.neHHli,rloJIH.CO6piCOT,,T.43,CTP.260.,Toョ.Kplz(HHtaHOBC7{OMyarrPe314AHyM rOC-
rlJIAHA.

Cn)ド.M.CopDKHli.口JlaHHIPOBaHHeHapOAtIOFOXO3IlficTBaCCCP,1961.cTp.171‥平館利雄:ソ



ソグェトにおける経済地域の理論と農業地域区画について 47

グェト計画経済の展開,p.156.1･968,参照｡

的 ソ連邦共産党史,第2分冊'p･422,1960(邦訳),p･422'貧盤委員会の形成によって,盛業コム

ーナなどの農民の生産団体が生まれている｡

銅 1929年11月にひらかれた ソ連共産党の中央委員会総会において指摘されたoこのあと'いわゆる

｢集団化のテンポとコルホーズ建設にたいする国家の援助について｣という歴史的文書がだされ'コ

ルホーズl/=よる集団化は急速な発展をみせるo

餌 正式には ｢人民委員会議付属国家計画委員会規程｣,シャルル･ベ-トゥレ-ム:ソグェト経済の構

造,p.59-63,1954.14条からなる｡

縛 たとえば T.CoKOJIOB,nOEbeM CeJlhCKOXO3只丘cTBeHHOrO npOH3BORCTBa-Ba〉KHeih a51HaPOAHO-
xo51ficTBeHHa刃3aAatla,r7JlaHOBOeXO3月員cTBO,CTP.13.1970- 9.などG

鯛 B.H.neHHH.nOJIH.CO6p･ccM･,T,3,Pa3BHTHeKamlTaJ7H3MaaPoccHHにおける方法O

的 つまり,r特定の時期に,鎖の特殊な一環を,すなわち全力をあげてそれをつかめば,鎖全体をおさえ
ることができ,しかもつぎ,D環-の移行をしっかりと準備できるような,特殊な一環｣ (rloJIIl.CO6p.

cotl.,T.36,0tlePeAIiZ,le3aRatlZiCOBeTCIく0抜 BJIaCT王す,CTP.205)として,当時の農薬を把握するた

めに,この指標を考えたのである｡現代日本資本主義における農業の区画については,たとえば,工

業都市の発展の各段階にともないつつ,その地域的配置を,それに対する農業 ･盤民の対応-対抗の

形態という点に視座をおく方法について注目される｡石井葉介は,その観点から, 1.大都市近郊地

域,2.車間廃村 (工業化幾村,商業的漁業地域,その他を含む),3.水田稲作専門化地駿,巷.辺

境(限界幾村)にわける｡(戦後日本i/=おける漁業地域の構造的変動,経済地理学年報,15-1.p.25)

一方,基本的に大塵否定の立場をとった tia刃HOBは,等価線の網を自然地理的地図の｣こ紅措き,慮

然的状態の影響を考慮に入れ,いかなる経営方式とどの程度の集約度が,生産無力を着用し,もっと

も有利なのであるかを画定できるとした｡そして,その地域に現存する,もしくは,当銀設定きれて

よい典型的な農業経営組織を確立しようとしたO生産粟のコス トなども考慮しているが,区画の中心

は経営方式をいかにとらえるかにあった｡

鍋 ◎.C.I(poxaJleB,0czっcTe九1aX3eMJIeAeJIH刃,1969. 邦訳,p.292.

を錦 B･H･neHHH,nOJIH.CO5p. col.,T.36,CTP.152.,BapHaHT CTaDhH <EOtlePeAmle3細網,H

coBeTCKOIoIBJlaCTHB>.

Bo)たとえば,1930年7)農業科学アカデミーの研究など.LeslieSymons,RussianAgriculture,15.251.
的 A･H･PaKIITHHl{OB,B･r･Kp呈OqKOB,ArpapHOe Pa崩oHlイPOBaHHe, 1966･ reorp吟 14iICCCP.､
Ng･2,CTP.381

82)同上,40.

的 B･r7･ulollKl札 KapTOrpaか qecKOeMeTOAbllイCJleAOBaHliSIreOrPa如 qecK-jXTIPO6eMCenbCKOrO

xo3兄如TBa,CTP.6.

的 AJlb6･JL Ba,U4HulTe如,AJleKCaHAp HHKOJlaeB刑 LIeJIHHLleB,3KOHOMHqeClくa兄 reOrPaヰ朋 B
CCCP,cTp.492.1965.

鍋 E･H･rlepLtHl{,Pa.ulOHHa只rIJlaHHpOBKa,CTp.238.1973.
鍋 K･¢･CTpDeB,A･A.HBaHTep,Ni.K.KoBaAeBCKa月,B.刀.Pow,3KOHOMHqeCKa只reOrpa一

如 月CCCP.8.cTp.76.1973.

的 柚と同じO

銅 BiH･nel-HH,nOnH,CO6p･coq･,T･17, cTP･ 120･,ArpapHbllu4BOnpOC aPOCCHHKl{0日uy
XiXBeIくa.

鍋 鯛 cTP.,22.
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的 コルホ-ズの専門化かデパートメソト化については,KaJIHHHHは ｢専門化を主張する｡アメリカの

如きは,小麻専門,包米専門,畜産養禽専門といふ風に分かれ各部門とも大規模な経営が行捻れてい

る｡家畜農場区域を一巡するにも一日を要する様な有様であるO我国は技術上米国に学ばねはならぬ

点が多い,私はアメリカ式を採らんことを望むものである｣とし,専門化を主張したOサウェ- ト現

勢資料,1931年版,p.559.

餌 これは,他の社会主義国においても,国営幾場と集団幾場との関係についていえるoたとえば,中

国の場合,国営農場の任務には,周囲の農民を団結させ,大規模生産の優越性を示し教育をすること

があげられているo拙稿 :中国幾村における経済地域一専区級および人民公社級経済地域CI二ついて一

史林,53-3,p.86.を参照せよ｡

白2)H.H.BapaHCKHii,3KOHOMHqeCKa兄reOrpa(匝flaCCCP,邦訳 p.87

日頚拙稿 :人民公社,世界地誌ゼミナールⅠ,東アジア編,p.112では,北京における疏菜の倒流現象
を示すO

的 T.a.BacfOK,OpraHH3aI川見COIIHaJIHtleCKOrOCeJlbI{OXO3muICTBeHHOrOnPO113BOACTBa,CTp.8.1956.

的 同上,cTp.48.

的 AlbertE.Burke,InAuenceofManuponNature- theRussian View;A CaseStudy,

Man'SRoleinChangingtheFaceoftheEarth,p.1042,1966.

的 (7),p.120.

白鴎 E,E.ne弟3epOBHtl,Pa3PellleHHerIPO6JleM∋KOHOMHtieClくOrOMIiKPOPaiiollHpOBaHH月,H3BeCT11兄

AKaAeMHI4Hay王くCCCP.cepH只reOrpa如tleCKafl.CTP.88.Ng.6,1972.

鱒 (19,p.445.を参照せよ｡

60)陳述蕃 :地図学的若干現代特征,地理学報29-i,p.39.単幅地図Jtこ,総合的に,各種の地樫的要

素,現象を示すOまた,自然結合体あるいは地域経済コムプレクスの表現も行う0

61)a.∩.ulo王ヱ附は,KapTOrpa如tieCKafZTeXflHKaCeJZbCZ{0Ⅹ03月FICTBeflHOrOPaiioHHPOBaHfl月,CTP.5,

1971.にその例が提示されている｡

62)餌,cTp.45.

6頚 非黒土地帯における農業の発達についての問題は, H.BoptleHKO.nPOrPaMMalくOMrTJleKCHOrO

pa3BHTHflCeJlbCKOrO XO3月員cTBaHetlePHO3eMHO虫30王ibl,rlJIaHOBOeXO3月拐cTBO,CTP.83.を参照

せよ｡

64 掴,CTP.15.

鍋 B.H.JIeHl′IH,nOJIH.CO6p.col.,T.5,cTp.137.,ArpapHb泊 BOr7POCH<KpHTHKHmapKCa>

68 (7),p.117.

67) 同上9

6鴎 C.B.ショ1)ツ:ソグェト農業統計教程,邦訳,p.222,1950.

6錫 A.H.PaIくmHHKOB,TeorpaゆHSlCeJlbClくOrOXO3兄iicTBa-rIPO631eMhlH MeTOABIHCCJle,nOBaHl川,

1970.CTP.38-44.

60) このことは,農工結合という観点からも重要なものであるといえる｡

組 L,ニソグラード大学付属地理 ･経済地理学研究所霜 .'地理および経済地理学の方法論的戦線におい

て (邦訳,p.37.1934).BapaHCKHiiは経済地域区画の原則を,生産の地域酌集中という経済的条

件のほかには,地理的位置,気象の諸条件に求めたOこれに対して, ｢変移常なき社会的諸条件より

もはるか忙堅周な白魚的諸条件に対して第-等の月桂冠を与へ｣ており,彼の見解で托,経済地域は,

｢弁証法的統一においてでなく,或る形而上学的全一体として現ほれ｣ているとするなどの批判がだ

された｡
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Pe310Me

O TeOpHH弧OHOMHtleCI(OrO pafioHaA0MeTOAaX

ceJlhCI〈0Ⅹ03見放cTBeHHOrO Pa最OHHpOBaHH兄BCCCP

A触caKaA3y 王くONiAH

B∋TOficTaTbe,MbTaHaJ7H3HPyeMr7PO6JleMhlPaHOHHPOBaH王1月 BCCCP･

B31くOHOMHtleCKOM PaHOlieBXOA只TrIPI{POAHbleyCJ10BH兄IiPeCyPCblMaTePlianbHO-TeX-

IiliqeCKa只6a3arIPOH3BOACTBa. rlpliXOAHJ10Cb Pa3BHBaTbaIくa〉KAOM113 Pa員oHOB Ba■拭Hble

OTPaCJIHnpOMbllllJIeHHOCTIィ, rIPeBpaLLlaTbHXBOCHOBaTeJlbHble∋KOHOMHtleCK王ieeAlそHHubl･

31tOHOMHLIeCKHIuipa弟OHOnPeAeJ1月eTC只KaKTePP14TOPHaJlbHb泊 npol43BOACTBeHLIlb泊XoMrlJIeKC

cocrlel171aJM3aLtHe臥

CenheKOe XO8月良cTBO B OAHTIX Pa丘oflaX 3aHflMaeT BeRyLLZee MeCTO fleでpyf(Type

TePPliTOPlイaJlbHO-rIPOH3BOACTBeHHOrO KOMrlJIeKCa.CeJlbCKOXO3兄虫CTBeHHOePa敦o冶ⅠゆdBa即e

只BJI只eTC兄 ltOMnneKCOM reOrpa申IiqeCt(14X,∋KOHOMHqeCK壬iXHarPOTeXHⅠ川eC抑ⅩTlpO6才leM7i

ocHOBHblMCPeACTBOMOT6pa〉KeHI457mOpalulOHrIOIoiXaPaIくTePI-IO虫 qepTbICeJIhCKOXO3兄馳TBeH-

1iOr､OrlPOI43BOACTBa･

Резюме 

о теории экономического района и о методах 

сельскохозяйственного районирования в СССР 

Масакадзу КОМАЙ 

Б этой статье, мы анализируем проблемы районирования в СССР. 
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Б экономическом районе входят природные условия и ресурсы материально-тех­

ническая база производства. Приходилось развивать в каждом из районов важные 

отрасли промышленности, превращать их в основательные экономические еднницы. 

Экономический район определяется как территориальный производственный ю~мплеI{С 

со специализацией. 

Сельское ховяйство в одних районах занимает ведушее место в структуре 

территориально -произво дственного комплекса. Сельскохозяйственное раЙОНЩ\)(9ванне 

является комплексом географических, экономических и агротехнических проБJlем и 

основным средством отбражения порайонной характерной черты сельско::юзяi1I\':твен­

ного производства. 


